
し購入文酵働馬鍬訪で座献二黒樹齢・儲幻フ啄鴛漠
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職地脇給罪作を泣にぱ馳酩後出地域肱崩であら瓠
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三駐終りに摩し煩・卒翻咽すう藷が齢力・ら集念ずるように遥の松、

達があつでぞろぞろと先生舳部屋に集って齢儲のの温湯んな
どとひう主導ま何か室窺うしし甘きをもつばかりも自分’のこど記し’う実

慈と．1よまろで禾奉還…い毛のであフた。

　r東京撒の魂域麓んでその燃顧ろ画しDのが舞碑二三
いであったがさあ何処線頼ろう9此処でもない腋処舳嵐1と回
しつつ決定をみなUままに．周翻でぱ寒々と地域の選択が進んで行く回忌・

とうとう、鰻姻で麟搬が容易なこど庫腰試地筋っ崩に三
審輌翻に甘されていだ鉱などを表面礎飢し《赫の鷺ろ底
夏蝉擁壁冬雌寒賦して京劾ぺ・・襯しまれていろ馳購賜
さに〔ヨニをつ1すて三ラ甫半島を送ぶこと．にした．・

　「三身鴇に確めまし勘なんて齢して広み嬬φの消地に韻すろ卸

識と鹸ら瀬獣道を断て鞭鴇に多描ぴ面隠難1旧く顯
半島紛えてし賂とし、ろ争をしつ．鴛、ろ位で全く焼にならなかつち

　本来ならば．蹴域薬事と同時に調査に着手しなi惚齢らなし曙であろが

何轍や取妙華かてて飢て生町回慢毛あって・耀知畑・イ鱗の
剛てやら月日ぱ潤ぎ去ってしましL載自治察撫母突鶴陀めまくるし
い日々の続くうぢ1て蓉生々活酔臥の夏休み、そめ向紘高道：に遊び・そんなご

臆で畑に登椥．た晦て臨蛸夙熊イ購礎歩もみていなしにと勧っ

て流石に三三：か呆黙ヒした沢芽で’あった穐

　六月反び七目ζ合せ一ぐ数日現地調査1て：赴・いたけれビも・予擁知識か全《な

三三髄脚ても繍舷贈重三きりしない勧にたいし鰍鄭
海げら歳底し｝こと：を実回しプ三1＝こ丈まったρ

　焔に入り、そろそろ調査結象の整理など1＝劇かからわばならない風（

なって誘く煮に気流済いた鳳て翻しな鯨ばな謡い事が四過讐旧く
どうなることオ瓢タ黙ってしまったが、そうそう呑気に櫃えて毛いら搬なし｝

’ので，まず棉kよって顯醐瀧杷むべく壕鱒島．秘ひう醇撚
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めて研究室の書梱や鰍自蘇をひつ誓リ返した・

イ肋魂地調査ぱ木然士三三に限・リ、輝き込み三三を断・ていった。

薪三三三三など呪師ζん劒蠣見や・辮i鋤く旧姓さん盤のな
如年徳など∴文献かう碍ろ二どのできな：い収穫があった・

　十二月中旬の寒風喫きすさぶ中を．防大助教授毛円晋吾先生め獅指導でロ

固ムの露頭巡り、凍りそうな岩・劉くへば・りついで手足毛自他の．区男llがうかな

煮なったけれども・こ加ま地形区分解奈の参毒になり∵や・｝ま1馳り自今て姦う蓼・．

ぐてば駄目だど恵じた（：とであった・・．1ち・・、　■－：訴　・－馳　ヒ

最蜘潮蒼雌の概駆記す乙鋤葡kな琴耕島衣葬に分1す廟藷
〃群で劾略ぼ低平な台顯健づてuな創記の台髄樹技状に・剣む
のみで大きな）中：積地に感乏しい，しかい9．ら1－－南鞘の三半に距べ’忽ぱ二飢ら一

の特微衷げれも弱し協のであろ・㌧・一』：・　＝・＼∴・ピ▽・’・・

　乙の砲域ぱ斑積総であろ湿田属の分布面面ど殆んヒど一致し・．ゼの上屯二二．

渤ロ’Aぷ獄覆す層が、これらの囲・籐からこの地域4γ地励・・発：麹葦或ろ・荏乱雑

秘すろこと：ガ’できろように簿われる。

　細形、駄面などの暫愁条件と共に∵市場，ヌ頚なピの人文’粂件に妬まれて，

当地凶漁蓄への面隠侠織として有名・であ盈名物0舗大根脇／切理

伽、ら漸藏の腰髄辿うのでばなし吻・躍われるが今麗』二ろばまだ刻迦．

の血餅物として最鴨宮な右のであり．』 O四細田四切景観を代表す
剃即題ま刎フラ靴・レタス等の魚雷嚇撮れてe層を緬鶴蜘レ
げれども気褒がよ℃〕ので，療斜面にば果樹栽借の適：地が多く、爆票改笈普及

癬’で・旗励てし喀が買金や横這三三でなかなか普及の三三：するの

ば厨難のようであ弓コ　F　F”一　幽・・’・　　　r一・

　京旗工業地帯の面長反ぴ∠交鷺亜輸耕囲‘り発・遂に伴って今後益々1近効農村蜘

艶縦濃劇て賦イ了くものと爆撚うが瀞総渥美などω競醐慌
凹懸になるのではなかろうカ㌔

　九胃には；〃追いづき追い：越せ〃だなどと：大公な冗談をいってい’たにも不拘、

，麹ひ趣すどこうか進いつき：さえ・もしないう．ち1く時荷き’：れになって迄まった1げ

れども．振り速ってみると数多くの珍談奇談と．共に周い出多き数ケ月向であ

った。
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